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進行しつつある百貨店チャネルのアパレル流通におけ  

る取引改革の試みを分析している．この分析フレーム  

ワークを活用することにより，現状の取引形態が閉塞  

状況に陥っていた原因や，新しい取引形態がなぜ機能  

するのかを明らかにしている．   

近能氏は，最近の日本における自動車部品取引の  

「オープン化」の状況の中で，サプライチェーンマネ  

ジメントをより一層効率化していくためには，自動車  

メーカとサプライヤの双方が戦略的なマネジメントを  

実行していくことが必要であると，いろいろな困難な  

課題を例示して提案している．   

伊藤・田中両氏の論文は，各種ガス機器の販売・修  

理・工事のサプライチェーンの抜本的改革を実現し，  

大きな効果を挙げたことを報告している．   

古川氏は，情報技術の進化が消費者行動に大きな影  

響を与えマーケテイングを根底から変える力を持って  

おり，特に，ネット上の対話の「場」がネット・コミ  

ュニティ独自の価値観やルールというものを形成し，  

従来不可能であったことを可能にしているといった現  

象の背後にある論理を考察している．   

野島氏は，日本のオンライン・ショップ133社を調  

査し，リアルの世界の評価情報（実店舗の有名性な  

ど）と取引に関する情報（在庫・配送納期・苦情処  

理）を主に提供するタイプ（リアル情報型）と，ネッ  

ト上の評判を利用して消費者や専門家の評佃情報を主  

に提供するタイプ（ネット情報型）の二つのビジネス  

モデルを発見し，どちらのモデルでも顧客獲得が可能  

であることが示している．  

「経営の科学」としてのORが，今までに蓄積した  

多くの技法やツールを一層磨き，本特集で取り上げた  

「統合オペレーションの戦略・マネジメント」の研究  

と綜合して，経営の現場と密着して展開されることを  

願うものである．  
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オペレーションズ・リサーチ   

昭和21年元旦に出版された「敗戦真相記」（永野護  

著）が，太平洋戦争に負けた原因は「マネジメントの  

科学性の欠如」であると指摘している［1］．この指摘  

に啓発されたのか，戦後多くの人に「経営の科学」と  

いわれるオペレーションズ・リサーチの重要性が認識  

され，敗戦後の日本はその研究と経営への応用により  

大きな発展を遂げた．   

しかし日本のこの10年余りの停滞はなんだったの  

か．欧米の「分析的な思考」に傾斜し，科学技術の研  

究開発もあらゆる組織も，専門的に狭く，縦割りにな  

り過ぎて硬直化してしまったのが最大の原因である．  

ではどうすればよいか，「綜合的な思考」を取り戻す  

べき時ではないか．   

我々は日本OR学会創立40周年記念事業の一環と  

して，統合プロセスのマネジメントに関する特別研究  

プロジェクトを研究代表に放水野幸男氏（元OR学会  

会長），幹事に梅沢豊先生を推挙して，1999年に発足  

させた．その中で第1グループは「戦略・マネジメン  

ト」に関する理論的・実証的研究を目指して，2ヶ月  

に1回の研究会を欠かさず3年間にわたり開催してき  

た．今月の特集はその講演・発表を基に執筆をお願い  

したものである．   

この特集号ではまず梅沢氏が，統合オペレーション  

の提唱者として，その基本的考え方を紹介し，統合オ  

ペレーションの研究の方向と，実世界への展開につい  

て述べている．   

桧尾氏は，サプライチェーン戦略の解説をし，マー  

ケテイングとオペレーション管理を統合するOM／M一  

統合モデリングを提唱している．OM／M一統合モデリ  

ングは，従来，個別に扱われてきたマーケテイングと  

オペレーション管理の種々の最適化問題を，需要ダイ  

ナミクスを通じて連結する．パーソナルコンピュータ  

の直販ビジネスモデルの事例と鮮度商品のSCMの事  

例をもとにOM／M一統合モデリングを解説している．   

藤野氏は，梅沢により提唱された“統合オペレーシ  

ョン戦略’’を分析フレームワークとして採用し，現在  
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